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これより、 P は△ ABCの重心である。 

APの延長が BCとぶつかる点を、M とする。 

P は△ ABCの内心かつ重心であるから、 

AM は A の二等分線であり、M は BCの中点である。 

 1:1::  MCBMACAB  ACAB  

 

同様に、 BPの延長がCAとぶつかる点を、 N とすると 

 1:1::  NACNBCBA  BCBA  

 

したがって、 CABCAB  であるから、△ ABCは正三角形である。(証明終) 
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